
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

十
一
月
二
十
二
日
（
水
）
夕
刻
、
小
田
原
市

Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
で
講
演
会
「
福
島
み
ず
ほ
と
語
る
秋

の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
に
先
立
ち
、
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
頭
で
福
島
み
ず

ほ
に
よ
る
街
頭
宣
伝
を
行
い
、
衆
議
院
選
挙
の
お

礼
、
国
会
報
告
、
講
演
会
参
加
の
お
願
い
な
ど
訴

え
ま
し
た
。
駅
頭
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
立
ち

止
ま
っ
て
耳
を
傾
け
、
中
に
は
花
束
を
差
し
出
す

男
性
も
い
ま
し
た
。 

▼
講
演
会
で
は
、
ま
ず
戦
後
最
大
の
危
機
の
中
に

あ
る
憲
法
９
条
に
つ
い
て
、「
議
論
が
嫌
い
な
安
倍

総
理
は
最
短
で
来
年
の
六
月
、
遅
く
と
も
総
裁
選 

を
経
た
来
年
の
十
月
に
は
憲
法
改
正
の
発
議
を
国
会

に
提
出
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、「
世
界
の
ど

こ
で
も
自
由
に
派
兵
し
戦
争
が
で
き
る
自
衛
隊
を
一

刻
も
早
く
作
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
の
に
違
い

な
い
。
ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
条
項
に
つ
い
て
は
、
国

会
議
員
し
か
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
法
律
を
内

閣
で
も
作
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
法
律
で
、
こ
れ
を

認
め
て
し
ま
う
と
内
閣
の
独
裁
を
許
す
こ
と
に
な
る
。

絶
対
に
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」
と
述
べ
、「
今

ど
ん
な
社
会
を
目
指
す
の
か
、
給
食
無
償
化
へ
の
取
り

組
み
、
奨
学
金
制
度
の
あ
り
方
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ

グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

最
後
に
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
ダ
ー
ズ
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党

の
コ
ー
ビ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
の
ポ
デ
モ
ス
ら
社
会
民
主
主

義
者
が
若
者
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
現
実
に
つ

い
て
述
べ
、
社
会
民
主
主
義
の
優
位
性
を
訴
え
ま
し

た
。
参
加
者
は
七
十
五
名
。 

 
 

 
 

（
早
川
） 

  

社
民
党
神
奈
川
は
小
田
原
地
区
を
皮
ぎ
り
に
「
福
島

み
ず
ほ
政
治
ス
ク
ー
ル
」
を
再
開
し
ま
し
た
。
こ
の
後

十
一
月
二
十
八
日
（
火
）
に
は
横
須
賀
「
ヴ
ェ
ル
ク
よ

こ
す
か
」
で
、
ま
た
十
二
月
十
三
日
（
土
）
に
は
「
カ

ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き
」
で
国
会
報
告
会
を
開
き
ま
す
。 

２０１7 年１１月２２日 (水) 

# ２２５ 写真ニュース   

小田原で福島みずほ政治スクール開く 

：社民党神奈川 教育宣伝委員会発行 


